
令和８年度第１回 

会津若松市簡易水道事業経営審議会 
 
  

日 時  令和８年７月２４日（金） 
午後１時３０分～ 

場 所  会津若松市役所４－１会議室 
            
   
 

次  第 
 
 
 

１ 開  会 
 
 
 
２ 会⾧あいさつ 
 
 
 
３ 協議事項 
 

（１）令和８年度事業計画について 
（２）令和８年度予算概要について 
（３）その他 

 
 
 
４ そ の 他 
 
 
 
５ 閉  会  



№ 委員名 備考

1 西田面町内会 星  健一

2 下馬渡町内会 小桧山 祐一

3 東田面町内会 鈴木  衛 副会⾧

4 税理士
東北税理士会会津若松支部

玉川 祐太

― 大学教授 （推薦者なし）

5
上下水道事業

経営審議会委員

東北電力株式会社会津若松支社

副支社⾧ 佐久間 隆

6 湊地区関係団体

特定非営利活動法人

みんなと湊まちづくりネットワーク

理事⾧ 小檜山 昭一

会⾧

7 湊地区関係団体
会津森林管理署

次⾧ 出川 敬文

8 公募委員 星 ひとみ

令和８年度 簡易水道事業経営審議会 委員一覧

任期：令和７年７月１１日から令和９年７月１０日まで

（敬称略）

その他

学識経験者

簡易水道

施設使用者

区 分

1



2



遠隔監視のイメージ
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簡易水道料金の段階的な引上げについて（お知らせ） 

会津若松市健康増進課 
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増減 増減率（％）

△ 2 △ 1.3

令和７年度 割合（％） 令和８年度 割合（％） 増減 増減率（％）

50,512 100.0 48,277 100.0 △ 2,235 △ 4.4

⑴ 有効水量 42,077 83.3 40,215 83.3 △ 1,862 △ 4.4

有収水量 40,056 79.3 38,284 79.3 △ 1,772 △ 4.4

無収水量 2,021 4.0 1,931 4.0 △ 90 △ 4.5

⑵ 無効水量 8,435 16.7 8,062 16.7 △ 373 △ 4.4

　　＊⑴有収水量＝水道料金となる水量 無収水量＝配水管布設、修理等の洗浄水など

　　　 ⑵無効水量＝配・給水管等の漏水など

増減 増減率（％）

△ 1,772 △ 4.4

0.0 0.0

令和７年度
予算額

令和８年度
予算額

科目内の
割合（％）

増減 増減率（％）

1営業収益 30,362 33,978 73.7 3,616 11.9

2営業外収益 12,571 12,115 26.3 △ 456 △ 3.6

42,933 46,093 100.0 3,160 7.4

1営業費用 32,800 37,204 93.4 4,404 13.4

2営業外費用 518 2,035 5.1 1,517 292.9

3特別損失 2 1 0.0 △ 1 △ 50.0

4予備費 600 600 1.5 0 0.0

33,920 39,840 100.0 5,920 17.5

9,013 6,253 － △ 2,760 △ 30.6

2,983 2,899 － △ 84 △ 2.8
1企業債 66,300 36,800 99.7 △ 29,500 △ 44.5

2出資金 142 120 0.3 △ 22 △ 15.5

66,442 36,920 100.0 △ 29,522 △ 44.4

1建設改良費 66,330 36,894 88.5 △ 29,436 △ 44.4

2企業債元金償還金 4,492 4,492 10.8 0 0.0

3予備費 300 300 0.7 0 0.0

71,122 41,686 100.0 △ 29,436 △ 41.4

収入が支出に不足する額 4,680 4,766 － 86 1.8

　過年度分損益勘定留保資金4,766千円

（単位：㎥）

令和７年度 令和８年度

給 水 件 数 （ 件 ） 155157

（単位：千円）

総 配 水 量

（単位：㎥）

令和７年度 令和８年度

総 有 収 水 量 40,056 38,284

有 収 率 （ ％ ） 79.3 79.3

【補てん財源】

科　　　　　　目

収
益
的

収
入

簡易水道事業収益計

収
益
的
支
出

簡易水道事業費用計

当 期 純 利 益 （ 税 込 み ）

〃 （ 税 抜 き ）

資
本
的

収
入

資本的収入計

資
本
的

支
出

資本的支出計
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○会津若松市簡易水道事業経営審議会条例 

令和２年９月23日 

会津若松市条例第25号 

（設置） 

第１条 簡易水道事業を適正かつ円滑に運営するため、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第138条の４第３項の規定に基づき、会津若松市簡易水道事業経営審議会（以下「審議会」

という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、市長の諮問に応じ、簡易水道事業の経営に係る必要な事項について調

査審議し、その結果を答申する。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員10人以内で組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 簡易水道施設の使用者 

(2) 学識経験者 

(3) その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

２ 前条第１号に掲げる者のうちから委嘱された委員は、前項の規定にかかわらず、その

身分を失ったときは、委員の職を失う。 

（会長及び副会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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